様式１－２（新設クラブ作成→地域協会経由→発明協会提出）
○○少年少女発明クラブ開設概要　　　※文章は例文です
　１．開設の趣旨　　発明クラブは、当該地域の次代を担う児童、生徒に科学技術に関

する興味、関心を追求する場を提供し、科学的で独創的な発想に基

づく創作活動を通して発明くふうの楽しさと創作する喜びを体得さ

せることにより創造性豊かな人間形成を図ることを目的とする。

　２．主　  催  　　○○市教育委員会・一般社団法人○○発明協会、

公益社団法人発明協会
　３．後　  援  　　○○市、○○商工会議所、
　４．事 務 局　　　○○市○○課　担当者氏名　○○○○
　　　　　　　　　　（郵便番号）（住所）
　　　　　　　　　　（電話）
　　　　　　　　　　（FAX）
　　　　　　　　　　（E-mail)
　５．会　  場      ○○市　○○館
　　　　　　　　　　（住所）
　　　　　　　　　　（電話）
　　　　　　　　　　（FAX）
　　　　　　　　　　（会場面積）　　　　㎡（見取図添付）
　６．対　  象　　　市内在住の小学○年生～中学○年生の児童生徒
  　             (1)　年間を通じ、固定メンバー制とする。
　　　　　　　　 (2)　１教室○名以内をもって構成する。

　７．募集方法　　　市広報“○○”に掲載し、応募者多数の場合は先着順をもって締
　　　　　　　　　め切る。（または抽選等を行う）
　８．期　  間      毎年、４月から翌年３月までとする。開講日は、原則として土曜
　　　　　　　　　日の午後及び日曜日の午前、午後とする。
　９．会　　費　　　￥○○○○円の年会費制とする。

　10．活動内容　 (1)  少年少女が本来持っている創造性をできるだけ発揮させるよう、

　　　　　楽しみながら自由に各種の製作や加工を行う。
　　　　　　　　 (2)　集団での話し合いの指導、技術的な助言等は行うが、少年少女
　　　　　　　　　　の自主性を尊重する。
　            　 (3)  単に娯楽本位のものではなく、あくまでも科学的な見方や考え
　　　　　　　　　　方を育てる。
               　(4)　製作や加工の手順は、発想→助言→修正→製作→助言→修正の
　　　　　　　　　　順で完成へと進める。
               　(5)　作品は、懇談会等で保護者に紹介する他○○発明クラブ創作展
　　　　　　　　　　等を開催し、一般にも広く公開する機会を設ける。
　11．運営について
  　             (1)  会長、副会長
　　　　　　　　　　　発明クラブに会長を置き、会長は総括運営に当たる。
               　(2） 企画運営委員会
                 　 ①　企画運営委員会の委員長は、原則として会長があたり、委員会を代表する。
　　　　　　　　　　②　企画運営委員会の委員は、学識経験者、教育機関の職員、地方公共団体（教育委員会を含む）の職員及び一般社団法人○○発明協会の役職員のうちから会長が選任し、「少年少女発明クラブ｣の目的達成のためその企画と運営について審議する。

               　(3） 指導員
　　　　　　　　　　①　発明クラブ員の指導を行うため、専任指導員１名の他指導員（発明クラブ員５名に対し１名程度）を置く。
             　 （4） 保　安
　　　　　　　　　　　内容の充実を図るための助言、技術指導を行うとともに、安全
　　　　　　　　　　指導に十分配慮し、事故のないよう留意する。
　12．経　　費　 　　発明クラブの運営に係る費用は、地方公共団体等からの交付金・助成金、会費及びその他の収入をもって充てる。

　　　　　　
